
株式会社乃村工藝社

本件に関するお問い合わせ 株式会社乃村工藝社ビジネスプロデュース本部ブランドコミュニケーション部
担当：岡村、山崎
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乃村工藝社は空間コンセプト、アートディレクション、デザイン・設計、施工を担当

「星野リゾート 1955 東京ベイ」2024年6月20日開業

千葉県・舞浜新浦安エリアに星野リゾート初進出

2024年7月1日

2024年6月20日に、星野リゾート様が千葉県・舞浜新浦安エリアに初進出する「星野リゾート 1955 東京ベイ」が開

業します。総客室数638室で客室定員は2~6名のさまざまな部屋タイプを用意し、世界初のディズニーランドが誕生し

た1955年頃のアメリカの世界観をモチーフにしたデザインで、東京ディズニーリゾート®を目的に宿泊する方々の、便

利で快適な滞在の実現を目指しています。当社は「星のや」、「界」、「OMO（おも）」など同社が手掛ける数々の

ブランドの空間づくりに携わり、本施設にも構想段階から参画。ブランディングの軸となる空間コンセプト策定から、

アートディレクション、デザイン・設計、施工まで総合的に担当しました。

施設コンセプト「OLDIES GOODIES（オールディーズ グッディーズ）」

独自のカルチャーが発展した1950年代のアメリカ、特に1955年は世界初のディズニーランドが誕生した年です。

「OLDIES GOODIES」（古き良き）をコンセプトに掲げ、館内デザインは当時のアメリカの世界観を表現しています。家

具や調度品、カラーなどで当時の空気感を演出しオンリーワンの世界を満喫いただけます。テーマパークの1つのエリ

アにいるかのように、テーマパークを出た後も余韻と非日常的な世界観に浸りながら滞在できるのが特徴です。

2nd Room
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時間によって空間の表情が異なるラウンジエリア、レストラン
ロビー奥には、アメリカの当時の食卓を連想させる現地から買い付けた※、木の樹種や形状も様々なダイニングテーブルセットを設置。
テーブル上部にあるクラシックなデザインの大型照明は特注で制作した。ロビー壁面にある、1955年のアメリカをモチーフとした滞在
時間をイメージさせる3枚の巨大な絵は、時間によって変化する空間を作り出す。夜はフォトスポットとして、朝は3枚の絵がスライド
し、レストランが顔を出す。朝食会場となるレストランは、朝日の爽やかな印象を際立たせる色調でまとめ、天井のカラーはカルフォ
ルニアのグランドキャニオンを連想させる淡い橙色を採用

もう1つのお部屋 2nd Room
チェックイン前やチェックアウト後も、宿泊者は誰でも24時間自由に使えるパブリックスペース。1955年頃のアメリカを思わせる音楽
が流れ、当時流行していたミッドセンチュリーのインテリアや色遣いが印象的な空間。センタースペースでは、靴を脱いでゆったりと
くつろげる。身支度を整えるのにも最適な寝台スペース、お茶やお酒を持ち寄れる半個室スペースも用意。調度品や家具はアメリカか
ら買い付けて※配置し、独特な張地など当時を視覚と触覚で感じられる。

※買い付けた家具はリペアし使用。一部は新品の家具も含まれる。

主なエリア

ミッドセンチュリーを思わせるクラシカルなロビー
ロビーは深緑と木目によりミッドセンチュリーを思わせるクラシックなテイストのデザイン。可動窓の上部にはクラシックな網入り片板ガラスがはめこま
れている。計15台の無人チェックインカウンターには、壁面のクラシックなポスター看板と数字が描かれたペンダント照明でカウンター番号の視認性を高
めている。

夜

朝



施設概要

施設名 星野リゾート 1955 東京ベイ

オープン日 2024年6月20日

所在地 千葉県浦安市日の出7丁目2-3

客室数 638室（地上18階建て）・チェックイン：15:00／チェックアウト：11:00

設備 2nd Room（フリースペース、Food & Drink Station）、レストラン（Cafeteria、
Restaurant）、ロッカー、ランドリー、コンビニエンスストア

アクセス JR京葉線「新浦安駅」からバスで約15分（無料シャトルバスあり、予約不要）
東京ディズニーリゾート®から無料シャトルバスで約30分（予約不要）

公式ホームページ https://hoshinoresorts.com/ja/hotels/1955tokyobay/

主なエリア

乃村工藝社は、商業施設、ホテル、企業PR施設、ワークプレイス、博覧会、博物館などの企画、デザイン、設計、施工から運営
管理までを手掛ける空間の総合プロデュース企業です。グループ全体では、全国10拠点・海外8拠点、国内外6つのグループ会社で
事業展開しています。1892年（明治25年）から培ってきた総合⼒を活かし、フィジカルとバーチャルを融合させた空間価値の提
供で、人びとに「歓びと感動」をお届けしています。近年は、持続可能な社会を実現するため、事業活動を通して幸せなインパク
トを生み出す「ソーシャルグッド活動」を推進しています。

プロジェクトメンバー

本施設は星野リゾート様のブランドカテゴリーでは「そのほかの個性的な宿泊施設」に分類されることから、“個性”の
表現を重視しました。利用者の快適・利便性を追求しながらも、周辺ホテルとの差別化を意識したデザイン・設計の実
現は難易度の高いプロジェクトでした。2nd Roomの企画や、1955年頃のアメリカというブランディング構築に我々メ
ンバーの発想⼒とクリエイティビティーが寄与できたことは、メンバー一同とても嬉しく思います。

1955年頃のアメリカをイメージした客室
壁紙やカーペット、ソファーなどは、1955年頃のアメリカらしく、落ち着きのある色彩を大胆に組み合わせた色遣いで、客室でもその
世界観を感じながら過ごすことができる（一部客室を除く）。全室靴を脱いで過ごせ、一緒に宿泊する方や好みに合わせて客室タイプ
が選択可能。例えば、スーペリアファミリーは二段ベッドを、ゴロゴロ寝台付スーペリアは、眺望のよい窓側にゴロゴロ寝台を配した。

デザイン

岡田愛裕美
デザインディレクション

井上裕史

プロジェクトマネジメント

西尾由紀子
プロダクトディレクション

加々美淳
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